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（ ）

Ⅰ　基本事項

Ⅱ　点検項目

総費用（千円）

便益算定項目について変更がある場合はその項目と変更の理由

・主要工事計画に種苗生産施設の改築を追加したことにより、便益算定項目として、放流種
苗（マナマコ）の増加効果や既存生産魚種（マダイ・ヒラメ）の生産効率化に伴う種苗生産
経費削減効果を追加した。
・魚礁整備により労務時間の短縮が可能となるため、水産物生産コストの削減効果を計上し
た。

総便益（千円） 1,601,988 2,726,147

1.16 1.33

総費用の変更の理由

・当初計画から整備施設を変更したため（種苗生産施設整備の追加・漁場施設の削除）
・資材、労務費の単価が上昇したため

費用便益比(B/C)

直前の評価 今回の評価

その他費用対効果分析に係る要因の変化

・整備施設の追加に伴う事業期間の変更

※別紙「費用対効果分析集計表」のと
おり

1,380,320 2,045,738

１．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

地区名 隠岐
オキ

（島前
ドウゼン

・島後
ドウゴ

） 事業主体 島根県

陸揚金額 9,820 百万円

１．地区概要

漁港名（種別）

事後評価書（期中の評価）

都道府県名 島根県

事業名 水産資源環境整備事業 水産環境整備事業

期中評価実施の理由 ②関係市町村 隠岐の島町、西ノ島町、
海士町、知夫村

－ 漁場名 隠岐東部工区　他

人

陸揚量 79,000 トン

登録漁船隻数 － 隻 利用漁船隻数 1,637 隻

主な漁業種類
まき網、カニ・バイ篭、釣り、

延べ縄、定置網ほか
主な魚種

ぶり、あじ、いか、
ずわいがに、ほか

漁業経営体数 410 経営体 組合員数 2,856

地区の特徴
隠岐地区は、島根県の北東約60㎞沖合に位置する離島であり、まき網漁業を
主体として、カニ・バイ篭漁業やイカ釣り、一本釣り等小型漁船漁業が営ま
れ、令和６年には7万9千トン、98億円の生産実績となっている。

２．事業概要

事業目的

　本地区は、良好な漁場を有しているが、近年は、気候変動等による漁場環
境の変化に伴う水産資源の減少、魚価の低迷、燃油高騰による漁家経営の悪
化等、漁業を取り巻く情勢は厳しい状況となっている。
　このため、島根県・山口県外海海域の水産環境整備マスタープランの指標
種であるメダイやウスメバル、マナマコ等の稚魚期から成魚期までの生活史
に配慮した藻場や増殖場を含めた漁場環境を改善・整備及び種苗生産施設を
改修することにより、漁業資源の回復を図る。

主要工事計画 魚礁（30,905空㎥）、増殖場（40ha）、藻場（8,000㎡）、種苗生産施設改修（１式）

事業費 事業期間1,886百万円 平成28年度～令和９年度

既投資事業費 761百万円 事業進捗率(%) 40%
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Ⅲ　総合評価

資材・労務費の単価が上昇
　資材単価上昇率：約150%（R2年度からR7年度の上昇率）
　労務単価上昇率：約124%（R2年度からR7年度の上昇率）

２．漁業情勢、社会経済情勢の変化

（１）漁業情勢及び漁港施設、漁場施設等の利用状況と将来見通し

計画策定後の漁業集落に関わる社会経済状況、自然状況の当初想定との相違と将来見通し

　当該地区における利用漁船隻数については、計画策定時は2,355隻であったが、R5年度
現在は1,637隻と減少していおり、陸揚量についても7,000トン程度減少している。
　今後については、給付金制度や研修生の受入体制の充実等により、新規就業者の確保
を図る。

漁業形態、流通形態について当初想定との相違と将来見通し

当初想定(H27年度 )と相違はない。

　地元では、新規就業者の確保に向け、各種支援事業を展開しており、漁業に着業直後に効
率的な操業が行える漁場整備の要望や期待は大きい。
　また、近年問題となっている藻場の減少に対し、漁業者から藻場礁整備による藻場造成の
要望は強い。
　さらに、種苗放流対象魚種としてマナマコを第8次島根県栽培漁業基本計画（令和5年7月
策定）に位置づけており、栽培漁業センターの改築により生産体制を確立し、当魚種の生
産・放流が強く期待されている。

漁港施設等の利用状況について当初想定との相違と将来見通し

当初想定(H27年度 )と相違はない。

（２）その他社会情勢の変化

経済性と効果発現を十分に考慮した計画であることから代替案はない。

４．関連事業の進捗状況

３．事業の進捗状況

　令和6年度までに、魚礁4工区、増殖場1工区の整備を実施し、進捗率は40%である。
　今後は、魚礁2工区、増殖場2工区、藻場造成3工区、種苗生産施設整備1工区の整備を計画
的に実施する予定である。

　本事業は、島根県・山口県外海地区水産環境整備マスタープランに基づき、メダイ、ウスメ
バル等の生活史に対応した生息環境の改善を図るために、魚礁、増殖場、藻場造成、種苗生産
施設の整備を行うものであり、事業の進捗率は40％と推移している。
　残る事業においても、漁業所得の向上を図る上で必要不可欠な事業であり、地元も漁場整備
や放流事業に強い関心を持ち、要望もあがっているところである。
　また、近年は、気候変動等による漁場環境の変化に伴う水産資源や藻場の減少、魚価の低
迷、燃油高騰による漁家経営の悪化等、漁業を取り巻く情勢は厳しい状況となっているが、本
事業を実施することにより、漁業者の所得向上、新規就業者の確保など隠岐地区の水産業の振
興に大きく寄与することが期待されており、工事の進展が強く望まれている。
　さらに、貨幣化が可能な効果について、費用対効果分析を行ったところ、費用便益比は1.0
を超えており、経済効果についても確認されている。
　以上の結果から、本事業の必要性及び経済性は高いと認められるため、計画変更の上で事業
を継続する。

６．事業コスト縮減等の可能性

構造物の製作ヤードを占用料の発生しない漁港区域内を積極的に利用する。

７．代替案の実現可能性

該当なし

５．地元（受益者、地方公共団体等）の意向



水産環境整備事業 隠岐（島前・島後）地区 事業概要図 【整理番号19 】

隠岐（島前・島後）地区

事業のイメージ ～対象魚の生活史に即した環境整備～

凡 例

魚礁○

増殖礁□

着底基質（藻場礁）△

施設改修◇

実施済■

実施中■

未実施■

事業内容
事業量：
・魚礁 30,905空m3（6か所）
・増殖場 40ha （3か所）
・藻場造成 8,000m2 （2か所）
・種苗生産施設改築 1式 （1か所）

事業費： 1,886百万円
事業主体： 島根県
事業期間： H28～R9

整備計画図
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１　基本情報

２　評価項目

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

計（総便益額） Ｂ 千円

総費用額（現在価値化）　　Ｃ 千円

費用便益比 Ｂ／Ｃ

３　事業効果のうち貨幣化が困難な効果

評価項目

水産物の生産性向上

便益額（現在価値化)

④漁獲物付加価値化の効果

861,376

漁業就業環境の向上 ⑤漁業就業者の労働環境改善効果

その他

⑪景観改善効果

⑫地域文化保全・継承効果

⑬施設利用者の利便性向上効果

⑥生活環境の改善効果

費用対効果分析集計表

都道府県名

事業名

地区名 隠岐（島前・島後）島根県

水産環境整備事業
漁場：30年
種苗生産施設：38年

施設の耐用年数

●種苗生産施設の機能強化によるマダイ及びヒラメの生産量増加効果（放流種苗の大型化）
●水産加工業に対する生産量の増加効果

1,022,877

823,757

便
益
の
評
価
項
目
及
び
便
益
額

①水産物生産コストの削減効果

②漁獲機会の増大効果

③漁獲可能資源の維持・培養効果

1.33

生活環境の向上

地域産業の活性化

自然保全・文化の継承

⑦漁業外産業への効果

⑧生命・財産保全・防御効果

⑨避難・救助・災害対策効果

2,045,738

非常時・緊急時の対処

⑩自然環境保全・修復効果

2,726,147

⑭その他

18,137
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隠岐（島前・島後）地区　水産環境整備事業の効用に関する説明資料

１．事業概要

（１） ：

（２） ：

（３） ： 百万円

（４） ： 平成28年度～令和９年度

２．総費用便益比の算定

（１）総費用総便益比の総括

（千円）

（千円）

（２）総費用の総括

（３）年間標準便益

・漁業生産量増加に伴う他産業への波及効果

漁獲可能資源の維持・培養効果

水産物生産コストの削減効果

漁業外産業への効果

・藻場の水質浄化効果
・藻場の二酸化炭素固定効果

・生産量の増加効果

効果の要因
年間標準便益額

（千円）

1,886,109

・航行時間の削減や中間育成の廃止によるコスト削減効果

自然環境保全・修復効果

142,267

0

165,264

1,720,845

2,045,738

計

計

維持管理費等

総費用（消費税込）

内、消費税額

総費用（消費税抜）

現在価値化後の総費用

事 業 目 的

主 要 工 事 計 画

事 業 費 1,886

工 期

区分 算定式 数値

｢水産基盤整備事業費用対効果分析ガイドライン｣（令和７年６月改定 水産庁）及び同｢参考資料｣（令和
７年６月 水産庁）等に基づき算定

　当地区では、高価格魚であるメダイやウスメバル等を指標種として、稚魚期の生活史に対
応した藻場や増殖場の計画的整備や成魚期に対応した魚礁整備を実施し、資源回復並びに漁
獲の増大を図る。また、藻場造成により減少傾向にある藻場を造成・修復することで、生態
系の維持と水質の改善に資する。
　あわせて、既存の種苗生産施設について機能強化のための改修を行い、近年漁獲量が減少
傾向であるマダイ及びヒラメの大型化や新たに近年漁業者ニーズの高いマナマコの種苗生産
を開始し、種苗放流による資源添加を図る。

魚礁：30,905空㎥、増殖場：40ha、
藻場造成：8,000㎡、種苗生産施設改築一式：１式

②÷①

整備規模 事業費（千円）

1,886,109

1,886,109

施設名

魚礁、増殖場、藻場

総費用（現在価値化） ① 2,045,738

総便益額（現在価値化） ② 2,726,147

総費用総便益比

魚礁：30,905空㎥、増殖場：40ha、
藻場造成：8,000㎡、種苗生産施設改築一式：１式

1.33

区　分
効果項目

43,987

46,097

1,095

51,088
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（４）総便益算出表

-10 H27

-9 H28

-8 H29

-7 H30

-6 R1

-5 R2

-4 R3

-3 R4

-2 R5

-1 R6

0 R7

1 R8

2 R9

3 R10

4 R11

5 R12

6 R13

7 R14

8 R15

9 R16

10 R17

11 R18

12 R19

13 R20

14 R21

15 R22

16 R23

17 R24

18 R25

19 R26

20 R27

21 R28

22 R29

23 R30

24 R31

25 R32

26 R33

27 R34

28 R35

29 R36

30 R37

31 R38

32 R39

33 R40

34 R41

35 R42

36 R43

37 R44

38 R45

39 R46

40 R47

41 R48

 ※評価期間は、便益対象施設が複数ある場合、各施設の整備毎に効果が発生するものとして算定※端数処理のため各項目の和は必ずしも合計とはならない。

185,910

6,197

6,197

6,197

6,197

6,197

6,197

6,197

6,197

6,197

698,190 78,432

藻場礁整備
による効果

0

0

0

0

0

0

17,455 2,064

17,455

2,727

2,727

6,197

6,197

6,197

6,197

17,455 2,064

15,593 2,064

11,636 2,064

23,273 2,064

17,455 2,064

17,455 2,064

17,455 2,064

23,273 2,064

23,273 2,064

23,273 2,064

増殖場整備
による効果

種苗生産施
設整備によ
る効果

0 0

0 0

5,818 0

5,818 0

5,818 0

5,818 0

0 2,064

6,197

3,470

3,470

0

23,273 2,064

23,273 2,0646,197

6,197

6,197

23,273 2,064

23,273

0

0

92,169

92,169

79,177

0

23,273 2,064

23,273 2,064

1,095

23,273 2,064

23,273 2,064

6,197

6,197

6,197

6,197

6,197

2,064

2,064

17,455 2,064

4,660

2,330

4,660

14,563

0 00 2,064

0 0

0

0

0 0 0 4,424 0 0 0

0

0 0

0 0

0

0 0

0 0

0

0 2,064

0.264

0.253

0.244

0.234

0

0 0 0 0 4,424 0 0 0

0 0 0 4,424 0 0 0

0 0 0 00.225

0.217

0.208

0.200

0

0

0

0

0

1,103

1,103

1,103

1,103

1,103

1,103

1,103

0

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

0 0 0 4,424 0 0 0

0 0 0

1.082 1.000

9,9030

65,6149,90331,732 05,307

0

0

0 0000

15,230

0

0

5,818 0

5,818 0

46,664

46,664

46,664

46,664

38,731

30,332

30,332

22,865

22,865

14,932

14,932

14,932

7,466

0

0

1,103

1,103

1,103

6,464

4,424

4,424

4,424

1,103

6,464

6,464

6,464

6,464

6,464

6,464

15,191

12,609

9,874

12,233

14,563

14,563

14,563

14,563

46,664

46,664

0

0

0

4,424

4,424

46,664

4,424

31,732

39,198

46,664

46,664

0.577 1.000 0 0

466,704

319,209

1.265 1.260

1.197 0 7,427

0 7,427

5,097

0

0 0

0

56,360

58,615

46,089

割引後
効果額合

計
（千円）

6,464 14,563

14,563

0

0

0

0

31,737

0

5,818

7,680 0

11,637 0

23,273 2,064

漁業外産業への効果

魚礁整備に
よる効果

64,874

142,267 62,455

0

1,095

1,095

1,095

1,095

1,095

1,09517,455 2,064

17,455 2,064

6,197

6,197

47,969

40,714

39,149

55,342

24,387

33,273

31,983

26,366

25,416

613

613

16,972

10,700

118,151

104,396

104,396

2,080

2,064

0 2,064

0

0

7,591 1,776

7,591 1,708

7,591 1,647

2,064

0 2,064

7,5910

7,591 1,921

7,591 1,852

0

0

0

7,591 2,0040 2,064 0

0

1,399,920

0 4,424 0 0 0

4,424 0 0 0

0 0 0 0 4,424

2,726,14732,850

7,591 1,579

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,886,109

0

187,273

331,818

1.000 0 0

0

0

0

0.439

0.889 1.000 0 0

0.925 1.000 555,000

0 0

0.422

0.534 1.000 0 0

0.790 1.000 0 0

0.855 1.000 0 0

0.703

15,191

12,760

6,464

15,922

6,464

6,464 14,563

21,229

21,229

2,844

0.285

1.000

0.321

0

0.274 1.000

0

0

0

0

0

0

0

1.000

0

0

0

0 3,62010,614

4,424

0

14,563

15,922

15,922

9,874

15,922

14,563

6,464

15,191

436,890

142,267

1,095

1,095

131,142

79,177

14,563

1,095

79,177

57,337

37,544

7,444

4,861

4,861

15,922

0

15,922

14,223

0

2,431

0

15,922

4,328,738

0

1,720,845 2,045,738 455,730

0

0

23,273

0

0

0

0

0

0

0

12,087

9,466
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3.効果額の算定方法
(１)水産物生産コストの削減効果

Ⅰ人工魚礁の整備に伴う航行時間の短縮 46,664 千円/年

(ⅰ)労働時間の削減
区分 備考

平均延べ出漁日数(隻・日/年) ① 10,785
年間の水揚げ回数(R4～R6平均)
（TAC(漁獲管理情報処理)システムより隠岐地区）

人工魚礁利用率 ② 0.49 （R2～R6島根県標本船調査より）

人工魚礁を利用する場合の１出漁
あたり減少航行時間（hr/日 )

③ 2.0

調査日：令和５年１月
調査場所：県内漁業者事務所
調査対象者：隠岐地区漁業者
調査実施者：島根県職員
調査実施方法：ヒアリング調査

労務単価（円/h) ④ 漁船漁業 3,065 漁業経営調査報告書より日本海西地区(R6)
年間便益額(千円/年） 32,395 ①×②×③×④/1000

(ⅱ)燃料費の削減
区分 備考

平均延べ出漁日数(隻・日/年) ⑤ 10,785
年間の水揚げ回数(R4～R6平均)
（TAC(漁獲管理情報処理)システムより隠岐地区）

人工魚礁利用率 ⑥ 0.49 （R2～R6島根県標本船調査より）

人工魚礁を利用する場合の１出漁
あたり減少航行時間（hr/日 )

⑦ 2.0

調査日：令和５年１月
調査場所：県内漁業者事務所
調査対象者：隠岐地区漁業者
調査実施者：島根県職員
調査実施方法：ヒアリング調査

時間あたり燃料費（円/h) ⑧ 1,350
対象漁業種の平均的な漁船馬力から使用燃料・燃料消費率を
算出、単価は島根県建設工事積算基準より本土単価(R7.10月)

年間便益額(千円/年） 14,269 ⑤×⑥×⑦×⑧/1,000

Ⅱ種苗生産施設の整備に伴う中間育成費の削減 4,424 千円/年

区分 備考

中間育成費の削減額 ( 千円/年 ) ① 10,022
（公社）島根県水産振興協会の実績報告書（県から協会への
中間育成・放流事業に係る補助事業）

種苗生産サイズ大型化後(R6~)の
種苗生産費 ( 千円/年 ) ② 31,899

マダイ：17,102千円
ヒラメ：14,797千円

過去3カ年の平均種苗生産費 ( 千円/年 ) ③ 26,301
マダイ：14,121千円
ヒラメ：12,180千円

大型化に伴う種苗生産費の増加額 ( 千円/年 ) ④ 5,598 ②－③

年間便益額 ( 千円/年 ) 4,424 ①－④

（２）漁獲可能資源の維持・培養効果

Ⅰ人工魚礁による生産量の増加 15,191 千円/年

(ⅰ)ブリ・ヒラマサ
区分 備考

魚礁整備量 ( 空m3 ) ① 30,905 H28～R9整備量（魚礁）
増産原単位 ( kg/空m3 ) ② 1.1 魚礁原単位（R2-R6島根県標本船調査より）

組成率 ③ 0.521
R1～R6標本船調査における魚礁での総漁獲量：16,521kg、うち当
魚種：8,613kg、8,613÷16,521＝0.521

増産量 ( kg ) ④ 17,712 ①×②×③

単価 ( 円/kg ) ⑤ 469
R2～R6の加重平均単価
（TAC(漁獲管理情報処理)システムより隠岐地区）

年間漁獲金額 ( 千円/年 ) ⑥ 8,307 ④×⑤/1000

漁業変動経費率 ⑦ 0.41 R5漁業経営調査報告より(日本海西区、漁船漁業)

年間便益額 ( 千円/年 ) 4,901 ⑥×（1-⑦）

(ⅱ)カサゴ・ウスメバル・クエ等根魚
区分 単位 備考

魚礁整備量 ( 空m3 ) ① 30,905 H28～R9整備量（魚礁）
増産原単位 ( kg/空m3 ) ② 1.1 魚礁原単位（R2-R6島根県標本船調査より）

組成率 ③ 0.107
R1～R6標本船調査における魚礁での総漁獲量：16,521kg、うち当
魚種：1,765kg、1.765÷16,521＝0.107

増産量 ( kg ) ④ 3,638 ①×②×③

単価 ( 円/kg ) ⑤ 1,280
R2～R6の加重平均単価
（TAC(漁獲管理情報処理)システムより隠岐地区）

年間漁獲金額 ( 千円/年 ) ⑥ 4,657 ④×⑤/1000

漁業変動経費率 ⑦ 0.41 R5漁業経営調査報告より(日本海西区、漁船漁業)

年間便益額 ( 千円/年 ) 2,748 ⑥×（1-⑦）

(ⅲ)スルメイカ
区分 単位 備考

魚礁整備量 ( 空m3 ) ① 30,905 H28～R9整備量（魚礁）
増産原単位 ( kg/空m3 ) ② 1.1 魚礁原単位（R2-R6島根県標本船調査より）

組成率 ③ 0.069
R1～R6標本船調査における魚礁での総漁獲量：16,521kg、うち当
魚種：1,139kg、1,139÷16,521＝0.069

増産量 ( kg ) ④ 2,346 ①×②×③
単価 ( 円/kg ) ⑤ 724 R2～R6の平均単価（TAC(漁獲管理情報処理)システムより隠岐地区）

年間漁獲金額 ( 千円/年 ) ⑥ 1,699 ④×⑤/1000

漁業変動経費率 ⑦ 0.41 R5漁業経営調査報告より(日本海西区、漁船漁業)

年間便益額 ( 千円/年 ) 1,002 ⑥×（1-⑦）

釣り漁業

釣り漁業

釣り漁業

　栽培漁業センターの改修により、大型種苗の生産と直接放流が可能となるため、これまで実施していたマダイ・ヒラメ種苗の中間育成が廃止
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(ⅳ)メダイ
区分 単位 備考

魚礁整備量 ( 空m3 ) ① 30,905 H28～R9整備量（魚礁）
増産原単位 ( kg/空m3 ) ② 1.1 魚礁原単位（R2-R6島根県標本船調査より）

組成率 ③ 0.056
R1～R6標本船調査における魚礁での総漁獲量：16,521kg、うち当
魚種：929kg、929÷16,521＝0.056

増産量 ( kg ) ④ 1,904 ①×②×③
単価 ( 円/kg ) ⑤ 1,436 R2～R6の平均単価（TAC(漁獲管理情報処理)システムより隠岐地区）

年間漁獲金額 ( 千円/年 ) ⑥ 2,734 ④×⑤/1000

漁業変動経費率 ⑦ 0.41 R5漁業経営調査報告より(日本海西区、漁船漁業)

年間便益額 ( 千円/年 ) 1,613 ⑥×（1-⑦）

(ⅴ)その他（アジ・サワラ・ヒラメ・アマダイ・レンコダイ・その他イカ類、その他魚類）
※マダイについては②人工増殖場による増殖効果で便益を計上のため除外

区分 単位 備考
魚礁整備量 ( 空m3 ) ① 30,905 H28～R9整備量（魚礁）
増産原単位 ( kg/空m3 ) ② 1.1 魚礁原単位（R2-R6島根県標本船調査より）

組成率 ③ 0.201
R1～R6標本船調査における魚礁での総漁獲量：16,521kg、うち当
魚種：3,325kg、3,325÷16,521＝0.201

増産量 ( kg ) ④ 6,833 ①×②×③

単価 ( 円/kg ) ⑤ 1,222
R2～R6の加重平均単価
（TAC(漁獲管理情報処理)システムより隠岐地区）

年間漁獲金額 ( 千円/年 ) ⑥ 8,350 ④×⑤/1000

漁業変動経費率 ⑦ 0.41 R5漁業経営調査報告より(日本海西区、漁船漁業)

年間便益額 ( 千円/年 ) 4,927 ⑥×（1-⑦）

Ⅱ人工増殖場による増殖効果 21,229 千円/年

増殖場整備により新たに生産されたマダイを直接漁獲することで漁獲量の増加が見込まれる。
マダイ生産量の増加
区分 単位 備考

造成増殖場におけるマダイ当歳魚
の収容尾数 ( 尾 ) ① 550,151 ④/⑤
増殖施設餌料培養面積 ( ㎡ ) ② 22,268 増殖礁8機種の総面積の平均より算出
単位面積あたり餌料生物生産量 ( g/㎡ ) ③ 420 島根水試（1984）より
餌料生物生産量 ( g ) ④ 9,352,560 ②×③
マダイ当歳魚餌料必要量 ( g/尾 ) ⑤ 17 島根水試（1984）より

マダイ当歳魚の年間漁獲量 ( kg ) ⑥ 56,134
水産基盤整備事業費用対効果分析ガイドラインによる生残解
析（R7.6）により、①を用いて算出

マダイ平均単価 ( 千円/kg ) ⑦ 0.641 R2～R6の平均単価（TAC(漁獲管理情報処理)システムより隠岐地区）

マダイ当歳魚の年間漁獲金額 ( 千円/年 ) ⑧ 35,982 ②×③

漁業変動経費率 ⑨ 0.41 R5漁業経営調査報告より(日本海西区、漁船漁業)

年間便益額 ( 千円/年 ) 21,229 ⑧×(1－⑨)

Ⅲ藻場造成による生産効果 6,464 千円/年

メバル生産量の増加
区分 単位 備考

造成藻場におけるメバル稚魚の収
容尾数 ( 尾 ) ① 224,000

隣県山口県の日本海側ガラモ場におけるメバル稚魚の生息密度を参考事例
として、本地区の造成藻場8,000㎡のメバル稚魚収容尾数を算出

メバル当歳魚の年間漁獲量 ( kg ) ② 9,364
水産基盤整備事業費用対効果分析ガイドラインによる生残解
析（R7.6）により、①を用いて算出

メバル平均単価 ( 千円/kg ) ③ 1.170 R2～R6の平均単価（TAC(漁獲管理情報処理)システムより隠岐地区）

メバル当歳魚の年間漁獲金額 ( 千円/年 ) ④ 10,956 ②×③

漁業変動経費率 ⑤ 0.41 R5漁業経営調査報告より(日本海西区、漁船漁業)

年間便益額 ( 千円/年 ) 6,464 ④×(1-⑤)

Ⅳ種苗生産施設の整備による生産量の増加効果 1,103 千円/年

マナマコ生産量の増加
区分 単位 備考
種苗生産尾数 ( 尾 ) ① 50,000 第8次島根県栽培漁業基本計画より
放流種苗の推定漁獲率 ( % ) ② 9.1 佐賀県放流効果実証調査（H28-R3調査）
当該種の漁獲時の１尾あたりの平均重量 ( kg ) ③ 0.6148 R2県水技C漁獲調査

平均単価 ( 円/kg ) ④ 1,266 R2～R6の平均単価（TAC(漁獲管理情報処理)システムより）

マナマコ当歳魚の年間漁獲金額 ( 千円/年 ) ⑤ 3,541 ①×②/100×③×④/1000

生産経費 ( 千円/年 ) ⑥ 2,260 (⑦＋⑧＋⑨＋⑩)/1000
親魚購入費 ( 円/年 ) ⑦ 126,600 250尾×0.4kg×1,266円/kg

光熱水費 ( 円/年 ) ⑧ 675,000
島根県栽培漁業センターの海水使用割合からマナマコ5万尾生
産に必要な光熱水費を推定

餌購入費 ( 円/年 ) ⑨ 0 植物プランクトンの自家培養のため
人件費 ( 円/年 ) ⑩ 1,458,000 ⑪×⑫

（人件費単価） ( 円/日 ) ⑪ 8,100 島根県R8予算要求書作成単価表より（軽作業に従事する者）
（生産期間） ( 日 ) ⑫ 180 累積生産日数　※年間あたり180日

放流経費 ( 千円/年 ) ⑬ 178 (⑭＋⑱＋⑲)/1,000
活魚車燃料費 ( 円/年 ) ⑭ 5,530 ⑮/⑯×⑰

（活魚車移動距離） ( km ) ⑮ 350 七類港-浜田漁港の往復距離：300km 隠岐島内：50km
（活魚車燃費） ( km/L ) ⑯ 10 栽培漁業センターの活魚車の過去実績より

（ガソリン単価） ( 円/L ) ⑰ 158 島根県の工事積算基準（R7.11）より※松江ガソリン単価

海上輸送費 ( 円/年 ) ⑱ 147,960 隠岐汽船フェリー運賃表より（活魚車運搬費）※本土-隠岐往復、隠岐４島

人件費 ( 円/年 ) ⑲ 24,300 ⑳×㉑
（人件費単価） ( 円/日 ) ⑳ 8,100 島根県R8予算要求書作成単価表より（軽作業に従事する者）
（放流日数） ( 日 ) ㉑ 3 隠岐（島前・島後）、浜田　※年間あたり３日

年間便益額 ( 千円/年 ) ㉒ 1,103 ⑤－（⑥＋⑬）

藻場礁整備により新たに生産されたメバルを直接漁獲することで漁獲量の増加が見込まれる。
※ここで言うメバルとは沿岸域に生息するメバルの種であり、沖合に生息するウスメバルとは異なる
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（３）漁業外産業への効果

１）魚礁整備による効果 14,563 千円/年

Ⅰ出荷過程における流通業への波及効果
区分 単位 備考

増加する生産額 ( 千円/年 ) ① 25,747
(2)Ⅰ人工魚礁による生産量の増加のうち、各魚種の年間漁獲
金額の和より

流通過程における価格上昇率 ② 0.56

水揚港である境港(水産物流通調査(2023年))と消費地市場で
ある豊洲市場中央卸売市場 市場統計情報(2023年))の魚価を
比較し、算出

流通業者者の所得率 ➂ 0.29 個人企業経済調査（総務省）のR2～R6の平均値
年間便益額 ( 千円/年 ) 4,181 ①×②×③

Ⅱ漁業生産活動に必要な資材等を生産する他産業への波及効果

区分 単位 備考

増加する生産額 ( 千円/年 ) ① 25,747
(2)Ⅰ人工魚礁による生産量の増加のうち、各魚種の年間漁獲
金額の和より

第１次波及効果※1 ( 千円/年 ) ② 3,443 ①の結果から島根県経済波及効果ツール※2より算出
第２次波及効果※3 ( 千円/年 ) ➂ 6,939 ①の結果から島根県経済波及効果ツール※2より算出
年間便益額 ( 千円/年 ) 10,382 ②＋③

2）増殖場整備による効果 23,273 千円/年

Ⅰ出荷過程における流通業への波及効果
区分 単位 備考
増加する生産額 ( 千円/年 ) ① 35,982 (2)Ⅱ人工増殖場による増加生産額より

流通過程における価格上昇率 ② 0.84

水揚港である境港(水産物流通調査(2023年))と消費地市場で
ある豊洲市場中央卸売市場 市場統計情報(2023年))の魚価を
比較し、算出

流通業者者の所得率 ➂ 0.29 個人企業経済調査（総務省）のR2～R6の平均値
年間便益額 ( 千円/年 ) 8,765 ①×②×③

Ⅱ漁業生産活動に必要な資材等を生産する他産業への波及効果

区分 単位 備考
増加する生産額 ( 千円/年 ) ① 35,982 (2)Ⅱ人工増殖場による増加生産額より
第１次波及効果※1 ( 千円/年 ) ② 4,811 ①の結果から島根県経済波及効果ツール※2より算出
第２次波及効果※3 ( 千円/年 ) ➂ 9,697 ①の結果から島根県経済波及効果ツール※2より算出
年間便益額 ( 千円/年 ) 14,508 ②＋③

3）藻場礁整備による効果 6,197 千円/年

Ⅰ出荷過程における流通業への波及効果
区分 単位 備考
増加する生産額 ( 千円/年 ) ① 10,956 (2)Ⅲ人工藻場礁による増加生産額より

流通過程における価格上昇率 ② 0.56

水揚港である境港(水産物流通調査(2023年))と消費地市場で
ある豊洲市場中央卸売市場 市場統計情報(2023年))の魚価を
比較し、算出

流通業者者の所得率 ➂ 0.29 個人企業経済調査（総務省）のR2～R6の平均値
年間便益額 ( 千円/年 ) 1,779 ①×②×③

Ⅱ漁業生産活動に必要な資材等を生産する他産業への波及効果

区分 単位 備考
増加する生産額 ( 千円/年 ) ① 10,956 (2)Ⅲ人工藻場礁による増加生産額より
第１次波及効果※1 ( 千円/年 ) ② 1,465 ①の結果から島根県経済波及効果ツール※2より算出
第２次波及効果※3 ( 千円/年 ) ➂ 2,953 ①の結果から島根県経済波及効果ツール※2より算出
年間便益額 ( 千円/年 ) 4,418 ②＋③

4）種苗生産施設整備による効果 2,064 千円/年

Ⅰ出荷過程における流通業への波及効果
区分 単位 備考
増加する生産額 ( 千円/年 ) ① 3,541 (2)Ⅳ種苗生産施設の整備による生産量の増加効果より

流通過程における価格上昇率 ② 0.62

水揚港である境港(水産物流通調査(2023年))と消費地市場で
ある豊洲市場中央卸売市場 市場統計情報(2023年))の魚価を
比較し、算出

流通業者者の所得率 ➂ 0.29 個人企業経済調査（総務省）のR2～R6の平均値
年間便益額 ( 千円/年 ) 637 ①×②×③

Ⅱ漁業生産活動に必要な資材等を生産する他産業への波及効果

区分 単位 備考
増加する生産額 ( 千円/年 ) ① 3,541 (2)Ⅳ種苗生産施設の整備による生産量の増加効果より
第１次波及効果※1 ( 千円/年 ) ② 473 ①の結果から島根県経済波及効果ツール※2より算出
第２次波及効果※3 ( 千円/年 ) ➂ 954 ①の結果から島根県経済波及効果ツール※2より算出
年間便益額 ( 千円/年 ) 1,427 ②＋③
※1 直接効果から発生する他産業の生産誘発効果（原材料や燃料等の需要）
※2 島根県政策企画局統計調査課 監修
※3 直接効果のうち、雇用者所得を消費したときに発生する他産業の生産誘発効果（家計の消費支出等）

漁業生産量の増加に伴う他産業への波及効果（原材料や燃料、それらの雇用者の家計消費支出）について、島根県の経済波及効果分析ツールに
より算出。

漁業生産量の増加に伴う他産業への波及効果（原材料や燃料、それらの雇用者の家計消費支出）について、島根県の経済波及効果分析ツールに
より算出。

漁業生産量の増加に伴う他産業への波及効果（原材料や燃料、それらの雇用者の家計消費支出）について、島根県の経済波及効果分析ツールに
より算出。

漁業生産量の増加に伴う他産業への波及効果（原材料や燃料、それらの雇用者の家計消費支出）について、島根県の経済波及効果分析ツールに
より算出。
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（４）自然環境保全・修復効果 1,095 千円/年

藻場造成による窒素処理量
区分 単位 備考

島根県沿岸における海藻乾燥重量
（最大現存量） ( kg/㎡ ) ① 0.27 浜田市における調査結果より算定

年間生産量/最大現存量比率 ② 1.2

｢水産基盤整備事業費用対効果分析ガイドライン｣-参考資料-
（令和７年６月改訂 水産庁）から多年生海藻の参考数値を適
用

造成面積 ( ㎡ ) ③ 8,000 造成計画数量

窒素含有率 ④ 0.0153
徳島県立農林水産総合技術支援センター平成15年度水産研究所事
業報告書より（ホンダワラ類及びカジメ類の窒素含有率平均値）

窒素処理量 ( ㎏ ) ⑤ 39.66 ①×②×③×④

下水処理場における除去量あたり
の年間経費 ( 円/kg ) ⑥ 24,779

｢水産基盤整備事業費用対効果分析ガイドライン｣-参考資料-
（令和７年６月改訂 水産庁）からTNの除去量あたり年間経費
の参考数値を適用

GDPデフレータ(H27） ⑦ 100.2 内閣府経済社会総合研究所(R7)

GDPデフレータ(R6） ⑧ 110.2 内閣府経済社会総合研究所(R7)

年間便益額 ( 千円/年 ) 1,081 ⑤×⑥×⑧/⑦/1,000

藻場造成による二酸化炭素固定効果
区分 単位 備考
造成藻場面積 ( ㎡ ) ① 8,000 造成計画数量

吸収係数 ( gCO2/㎡/年 ) ② 166.0
海草・海藻藻場のCO2貯留量算定ガイドブックから日本海南部
におけるアラメ、カジメ、温帯性ホンダワラの平均値

貨幣価値原単位 ( 円/t-C ) ③ 10,600

｢水産基盤整備事業費用対効果分析ガイドライン｣-参考資料-（令
和７年６月改訂 水産庁）から被害費用に基づく貨幣価値原単位の
参考数値を適用

年間便益額 ( 千円/年 ) ④ 14
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